BIS論壇　No.245　『「一帯一路」構想の現状』2017年11月3日　中川十郎
　このところ、各国のセミナーで「一帯一路」への関心が表明される機会が多くあった。
日本での中国主導の「一帯一路」や「AIIB」に対する見方は、メデイアを含めて、批判的な論調が多い。しかし、1996年の「上海ファイブ」結成以来、グローバルマーケテイングの観点から20年以上にわたり、中央アジア、ユーラシアをWatchしてきている筆者にとっては、地政学（GeoPolitics）上も地経学（GeoEconomics）上もユーラシアの重要性は日ごとに高まっているのは間違いないと思われる。欧米の地政学者は『ユーラシアを制するものは世界を制する』と唱えてきた。21世紀の今日、「一帯一路」でユーラシアを制する中国は世界を制するのではないかと痛感させられる。未来予測で有名なイアン・ブレマー氏は会社の名前を「ユーラシア・グループ」と命名している。これはいみじくも彼の会社がユーラシアの世紀に発展しようとの含意があるのではないかと先見の明に感服している。
彼は先日、東京での講演会で「欧米は戦略を失っている。英国のEU離脱、米国のアメリカ・ファースト主義は戦略なき時代錯誤ではないか。今日、政治、経済分野で確たる長期戦略を推し進めている国は中國のみだ」と喝破していた。中國はさすがに孫子の兵法の国だけある。戦略がなく、目先のことに右往左往している日本は見習うべきだろう。
　人口、2億5000万人。島が17000もあり、東西6000キロにわたる国土を有するインドネシアはASEAN本部と、各国のASEAN大使が常駐し、ASEAN/東アジア経済研究所をジャカルタに有する。インドネシアはASEANの盟主として21世紀アジアの時代に発展が予想される。先日10月17日、インドネシア関係大臣参加の下、開催されたインドネシアセミナーで工業大臣が“Indonesia is keen to be involved in Belt and Road Initiative”と強調した。中国の21世紀海上シルクロードの主要拠点であるインドネシアとしては一帯一路に全面的に参加することを力説した。10月21日、専修大学で開催の西南アジアでの一帯一路の現状についての講演会でカニア・ネパール・トリブバン大学学長はネパールの経済開発上、一体一路、AIIBに期待するとの前向きの発言があった。陸のシルクロード物流の中心となり、ロシアと共にユーラシア経済連合（EEU）の盟主で、ナザルバエフ大統領が主導するカザフスタンの投資説明会が10月31日に開催された。カザフスタンでは高速道路と倉庫の大々的なユーラシア物流網の建設がすでに始まっているとの意欲的な説明があった。
　11月2日付けERINAのメルマガ情報によれば10月13日、中國・長春と欧州列車の開通式が行われた。42両の貨物列車が満州里～ロシア～ベラルーシ～ポーランド～ベルギーを経てドイツまで時速120キロ、週5便で自動車部品やバルブ、服飾品を運ぶという。
　EUは2017年7月にモンゴル・ウランバートルにEU駐在事務所を開設。モンゴル～EUの包括的パートナ－シップ協定は2017年11月1日に発効。一帯一路を通じたアジア、中央アジア、ユーラシアからヨーロッパへの輸出入が急拡大しつつある。一帯一路やAIIBにいつまでも批判的で懐疑的な対応をしていると、日本はユーラシアの趨勢から取り残され、
悔いを千載に残すことになるだろう。安倍政権の覚醒を切望する次第だ。
